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F・－4　氷酢酸を処方の1／5とする・氷酢酸（3．Occ）

F－5氷酢酸を処方に対し加cc多くする．（35　cc）

F－6氷酢酸を処方に対し100cc多くする．（115　cc）

　これらの液のpHを測定すると第8表の如くである．

　　　　　　　　　第　8　表

種　　類

み
FFFFFFF

R

pH

6．19

6．29

4．10

5．83

4．60

3．80

3．38

状 態

透明に近い

　　〃

　　〃

Na2SO3の不溶解分あり

透明に近い

放置後2日で白濁

直ちに白濁（硫黄の析出）

これらを試験するにはつぎの如き条件を採用した．
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停止浴としてはつぎの2種を用いた．

S－1

S－2

液酸　液酸％酢％酢3氷水8氷水

15cc

500cc

40cc

500cc

1ルムなどについてはこれでは不充分であろう．

　しかしなおこういう迅速処理の後には酸化物によって

チォ硫酸塩を亜硫酸または硫酸塩として拡散を容易なら

しめ，また多少膜中に残留しても無害であるようにしな

ければならない．酸化物としては過酸化水素が推奨され

る．

　　HE－1

　　　　水．・500cc
　　　　H・0・（3％港液）125・Occ

　　　アyモニア（濃アyモニアを9倍にうすめる）

　　　　　　　　　　　　　100．Occ

　　　水を加えて　　　　　1．000cc

　定着水洗を行っ牟後この液に6min浸漬する．なお

残留ハイポの試験をするには過マソガy酸カリウムを用

いその色が裾色することによりハイポの残留することを

知るのである・そのt処方につぎの如きものがある．＊

　第　　9　　表　（十）は変色状態を示す

轟着難陳止戯δil葉纏謡陳噸毫δ1傑止鐙謡

F－1

F－2

F　－3

F－4

F－5

F－6

変色せず

未感光部少し
黄変（＋）

変色せず

　〃
全体に黄褐色
　　（十十＋♪

〃　（十＋＋）

変色せず

〃

〃

〃

〃

全体rc黄褐
色

変色せず

全体に淡く黄
変　　〔＋＋）

変色せず

全体に淡く黄
色　　　（十十ノ

全体に黄褐色
（十十十十）

　　ノノ
（＋十＋＋）

変色せず

変色せず　　’

　〃
全体に僅に黄
変　　　（＋，

未感光部に僅
力iに黄変（十）

全体に黄褐色
　十十十ノ

これらの処方にて定着せる後の状況を第9表に示す．

　これを見ると［F－3（pH　5．83）およびF－4（pH　4．60）

位では変色しないがこれより酸性側にて変色しやすく，

またアルカiJ側でも変色する可能性がある，すなわち迅

速定着液の使用に当ってはP且の調節が重要であること

が判る．F－6定蒼液にて定着，水洗した印画紙を40・v

50°Cに加温すると20分位でセピア色になった・この実

験の結果F－3程度の酸性度で亜硫酸ナトリウムを多く

して分解を防ぐことが望ましい．

　6．　迅速水洗

　現像，定着を迅速に行う以上水洗をも短縮することが

望ましい．普通フィルムの完全な水洗を行うには流水に

て1時間以上を必要とする．しかし水洗によって水溶性

錯塩が取除かれる率ははなはだ大であって残留ハイポは

指数函数的に減少するから1分聞位の水洗を行えば，す

でに相当減少している筈である．

　この実験においてはバナジウム現像を15sで行い，

そののち停止浴10s，定着液20s位行ったものである．

印画紙，映画用ポジフィルム乳剤の如く乳剤膜薄く，粒

子が細かいものについては充分と考えられるが，ネガフ
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